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令和 7 年度 

協力隊 OB と留学生が先生 

～見える・学べる・世界の国々～ 

事業実施レポート 
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(5) 事業実績 

(6) 先生方の声 

私たちの生活を振り返ると，海外との関係なしでは成り立たないことばかりです。 

食品や燃料はもちろん，衣類・家電製品など，それらの原料や労働力は世界の国々・人々

に支えられています。また，鹿児島に住む外国人の方も増えています。外国の人々やその国

の現状を知ることは，私たち自身を知ることでもあります。 

国際理解とは，私たちの生活と世界がどのようにつながっているのかを知り，その中で

世界が抱える課題を自分事として共有することではないでしょうか。 

 実際に外国で生活していた日本人の話や，鹿児島で生活している外国人の話を聞いて，

一緒に世界のこと，日本のことを考えてみませんか？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
授業の内容 

 

 

 

 

協力隊 OB と留学生が先生 
～見える・学べる・世界の国々～ 

この事業は，鹿児島県青年海外協力隊を支援する会，青年海外協力隊鹿児島県 OB 会と

（公財）鹿児島県国際交流協会の３団体で構成する実行委員会で実施しており，県内小・中

学校の希望に応じて年間約４０校の小・中学校に，青年海外協力隊として活動していた帰国

隊員や県内在住の留学生などの外国人の方を講師として派遣しています。派遣先の学校で

は，協力隊 OB による海外での活動体験の話や，外国人の方による母国の紹介や交流を通

して，国際協力・国際理解を学んでもらうことを目的にしています。 

協力隊ＯＢ－国際協力・ボランティア・途上国の人々のくらしや文化（民族衣装，料理，民族
楽器など）の紹介，青年海外協力隊の体験談，参加型のワークショップ（ゲー
ムなど） 

留学生等 －母国のくらしや文化（民族衣装，料理，民族楽器など）の紹介，参加型のワーク
ショップ（クイズ，ゲームなど）などを日本語で行います。 

 

 

（派遣国：エルサルバドル・コミュニティ開発） 

 

（派遣国：モロッコ・青少年活動） 

（マレーシア出身 鹿児島大学在籍） 

（台湾出身 鹿屋体育大学在籍） 

【青年海外協力隊経験者】 【留学生】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力隊 OB と留学生が先生 
～見える・学べる・世界の国々～ 

（3）小学校で… 

知らない国の，聞いたこともない嘘のような本当の話。インターネットの普及で，今日ではよ

り簡単に，世界中の様々な情報が得られるようになりました。 

しかし，多感な時期にある小学生にとって，教科書やテレビからの情報ではなく，直接，海外協

力隊経験者の体験談を聞いたり，留学生と交流したりすることによる影響は大きく，改めて身

の回りの環境や世界に目を向けるきっかけとなるようです。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（4）中学校で… 

協力隊 OB と留学生が先生 
～見える・学べる・世界の国々～ 

国際協力について，自ら考え，実行に移すこともできる中学生。 

時には講話だけでなく，ワークショップを通して課題を見つけ，解決に向けて主体的に考える力を

育成するための授業も実施しています。 

 そろそろ進路についても考え始める感受性豊かな年代の中学生にとって，青年海外協力隊経験

者が歩んできた道や，故郷を離れ日本で生活する留学生の話は，異文化理解としてだけでなく，

自分の生活や将来について見つめなおすきっかけとなるようです。 

初めて発展途上国という言葉を知り、雨

が降らないので、家の屋根が無かったり、

板をはったりして、日本とは天気も違うの

だなと知れて良かったです。 

（生徒感想抜粋） 

自分の知らないことがたくさんあり、

日本とはまた違った良さを知ることが

できて良かったです。(生徒感想抜粋) 



 

 

 

 

 

協力隊 OB と留学生が先生 
～見える・学べる・世界の国々～ 

敬称略 

令和 7 年度 40 校 



 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

協力隊 OB と留学生が先生 
～見える・学べる・世界の国々～ 

鹿児島県青年海外協力隊を支援する会 

http://www.kagojocv.com/ 

公益財団法人鹿児島県国際交流協会 

https://www.kiaweb.or.jp 
青年海外協力隊鹿児島県 OB 会 

「協力隊 OB と留学生が先生～見える・学べる・世界の国々～」事業 実行委員会 

〒892-0816 

鹿児島市山下町 14 番 50 号 カクイックス交流センター（かごしま県民交流センター）1 階  

公益財団法人鹿児島県国際交流協会内 

TEL：099-221-6620  FAX：099-221-6643  E-mail：kia6@kiaweb.or.jp 

【授業を終えて…】 

❖ 講演会の話は驚くことばかりで、興味を持って聞い

ていました。また、給食後や昼休みもゲーム等で楽し

く、有意義な時間でした。 

 

❖ 世界の国へ興味・関心を高める良い機会になりまし

た。体験したいという子どもたちの高まった思い

を、学校で引き継いで広げていきたいと思います。 

 

❖ 海外生活経験のある講師の話を聞く機会に接して、

生徒は自分の生き方について深く考えることがで

きました。言葉が通じず苦労したことや新しい環境

に飛び込む勇気の大切さのお話しから、目標に向

かって努力し続ける姿勢の大切さを学び、これから

の進路を考えて行く中学生にとって大きな励まし

となりました。 

【先生方が抱えている問題など】 

❖ 一部の国に対して偏見を持ってしまう児童がい

る。国際理解教育の観点や差別的な観点からこの

ような場合どのように指導するべきか勉強してい

かなければならない。  

 

❖ 生徒たちは異文化に対して大変興味を持っている

が，先生方の知識には限界があり，実際に経験した

人も少ないため詳しいことを教えることができな

い。 

 

❖ 交通の便が悪いため，国際交流イベントに興味が

あっても参加できない生徒がいる。 

 

❖ インターネット等で他の国のことを調べても，ある

程度のことしかわからないため，実際に外国で生活

した経験のある方や外国人の話を聞かせたい。 

 

 

https://www.kiaweb.or.jp/
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